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KWIC索 引を利用 した遡及的書誌

社会科学におけ る書誌 と図書館

松 田 芳 郎

ボルヘスが不死の人の対概念として,あ らゆ る書物,書 かれた

ものだけでな く書かれ うる書物のすべてを含む,で 構成された図

書館を想定 しその図書館の全容をつきとめ るため く本Aを つきと

めるために,最 初にAの 位置を指す 本Bに 当る。 本Bを つきと

め るために,ま ず本Cに 当たる。 こうして無限につづけて行 く…

…。わたしは これ しきの冒険のために年月を浪費 し使いはた して

しまった》《図書館は無窮であるとわた しは断言す る》《すべての

ことはすでに書かれているとい う確実 さは,わ れわれすべてを無

に帰 し,幻 と化す る》 とい うときに,そ の意味する深淵に目眩め

かない者が居 るであろ うか。

LaBiblio七ecatotalを 求め る,有 限 の存在である人間のある

いは空 しいか も知れぬ試みの一つをわれわれは ここで提示 しよう

とする。 とい うのは,そ もそ も日本人であ るわれわれの間には図

書館なるものの概念が存在 しないのではなかろうか とい う疑問を

消 し去る事が出来ないか らである。

以下に於ては,社 会科学 の分野で本格的書誌をわれわれが作ろ

うとするとき,最 小限何が前提となるかを図書館管理 とい う形で

検討 し,更 に,最 近の書誌作成 のアメリカ等 の機械化の動向を展

・ 望 し,最 後にわれわれの計算機処理 目録作成実験 を通 して得た問

題点を点検 してお くことにす る。

*本 稿 は,1972年 度 文部 省科学 研究 費 ・試験 研究(1)「 社会科学 に おけ る標 題 ・

抄録 に よるKWIC索 引,コ ーデ ィネ ト索引等 の検索 効率 の比較 実験 」(課 題番

号331-8002-783001)の 一部で あ り,1970-71の ニ ケ年 に渡 る 伊勢丹奨学会 「商

学専門図書 館におけ る情報 検索体系 の開発」 に よる研究 の延 長で もあ る.こ の間

共同研究者 に よる数度 の全 体研究会 の場 の他,小 樽 商科大学 経済研究所報 告例会

(1973年5月2日)な どで 報告 し種 々の有益 な批 判 を受け る機 会に恵 まれた.記

して謝 意に代 えたい.
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1図 書館管理 と学説史研究

L図 書館管理 と中核蔵書

情報量 の急激 な拡大への対応 と,産 業工学 や医学 な どの分野での現時的情

報 の即時的効果 の認識に伴 う情報流通速度 の上昇に対す る必要性は,日 本 に

於 て も情報検索 ・文献 検索 に対す る関心を高めて来 た。 当初比較的他の学問

分野 とは孤立 した医学 図書館,企 業内資料室 を中心 と した この種の近代化 の

試み は,計 算機等に よる大量情報処理技術の向上 に伴 って,よ うや く大学附

属 図書館 な どを含めてノ非 自然科学的学問分野一 人文諸学や社 会科学 を も
(1)

捲 き込 んで来てい るといえ る。然 しこれ らの分野での情報検索の在 り方 は,

実は思想の展開 と密接 な関連を持 ってい るために固有 の問題が存在す るはず

であ る。それを無視 して工学的分野 な どと同様 な情報管理 を行 な った とす る

な らば,そ れは思想 を も,他 の工学的技術 と同様 に借用 に借用 を重ね る立場

に ます ます追 い込 む事 にな り,創 造的思考形成 には役 には立たず,逆 に絶 え

ず思想 を も衣裳の よ うに脱 ぎ変 えて輸入 した過去 のわれわれの歴 史を踏襲せ

ざ るを得な くな る。

かか る立遅れの発生 の原因 の一つ と して,・ 社会科学の分野での,創 造的

思考 の場,あ るいはその様 な思考訓練の場 と して,情 報管理 の主体の一つ で

ある図書館を認 識 し,組 織 しようとす る志 向が薄か った こと'に も求め るこ

とが出来 る。

図書館 とい うものが何か とい うときに,実 体 と しての蔵 書群 とそれを収納

す る書庫 とを連想 しがちで あるけれ ども,機 能 と しての図書館はかか る実体

を伴わず に(即 ち図1の 情報 管理 の次元の問題 と して)考 える ことが出来 る
くわ

のであ る。然 し実際 は,完 全 に 自館所蔵資料 な しで効率的 な運用が しに くい

(1)例 えば,森 口繁一教授を代表者とす る文部省科学研究費 ・特定研究i「 学術情

報処理に関す るi基礎的研究」の三 ケ年に渡る検討の結果[44コ,[45コ,[46コ は様

々な有益な示唆を含んで いるけれども,総 体 として理工学的分野か らの検討の比

重が高いといえる.

(2)本 当に有能なlibrarianが 居て綿密に設計された組織があるな らば,写 真電送

装置 と電話だけで設計された図書館を夢想する事は不可能ではない.
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第1図 情報検索と貸出業務

とす るな らば,何 を 自館 に所蔵 し,そ の所蔵 した ものを どこ迄需要 者 の接近

し易い形(例 えぽ開架式閲覧室)に してお くかが図書館 と しての機能発揮上

(3)

の重要 な問題 とな る。 したがって適切 な選 書 と,文 献資料 の保管形態 の決定

とそれ に適合 した資料に関す る情報 の蓄積 とが具 体的 な図書館 の表 面に見え

ない業務 の中核 とな るはず であ る。それがあ って,図 書館 とい うものが社会
(4)

的共有財産(commonwealth)と して利用 され る ことにな る。

しか し日本の現状 では平均的 には,か か る存在 と しての図書館への認 識は

大学で の研究者の間では低 い。全冊通読す る必要 のない,然 も共 同購入 に よ

る規模の利益の享受 し易い雑誌などの定期刊行物に対する関心が多少強い程

度で,ひ どい場合 には私費購入の際の選書 の失敗 の後始末か,自 己の書庫 あ

(3)今Kornai;Anti-Equilibrium,Amsterdam,1970の 表 記 法 に 従 っ て,情 報

管 理 の 次 元 を(C),実 体 の 次 元 を(r)で 示 す.参 考 業 務 の 集 合 をSU,貸 出 ・閲覧

の業 務 を 集 合 £ で 示 し,沿 ダ'中 自館 所 蔵 の文 献 を 職,他 館所 蔵 部 分 を 魎 と定

義 して お く.

(4)iF出 稿[31]pp.1.-2,
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(5)

狭隙 さに対す る安全弁程度であ る事が多い。

かか る研究者層 の間か らは,蔵 書構成 の中核 とな る書物(corebooks)に
(6)

対 す る関心 はなか なか現われな い といえる。 又あ った と して も意見 の一致 を

見 る事は難 しい。本来 かか る中核蔵 書の選書 には学説史研究家 の協力があ っ

て可能であろ うが,図 書館の蔵 書構 成について図書館学者 との間に協力関係
くわ

は あ ま り成 立 して い な い と言 って 良 いで あ ろ う。

2.学 説史研究者 と図書館学研究者 との断層

日本 におけ る学説史研究者 と図書館学者 との断層は,一 部 の研究者 の散発
(8)

的 な努力はある と して も,そ れが図書館 の系統 的蒐書に よる蔵書構 成に迄及

ぼ され難 い状況にあ るといえ る。 その原 因は図書館学研究者の側だけではな

く,学 説 史研究者 の側 に も求め る事 が出来 る。

社会科学 の学説史家の間には,逆 接的であ るが,本 質的 に学 説史に対す る

軽視が存在す る といえ る。即 ち,学 説史は,・?ル クス(K.Marx)理 論 の正

統性 の論証か または,そ の理論 の萌芽的形態を先行者の理論 に探 し求める こ

とで ある といった マル クス主義的学説史家 と して も問題 のある接 近方法があ

ま りに も多す ぎたか らであ るといえ る。 この立場 か らは極めつ きの古典 のみ

が図書館 に必要だ とい うこ とにな る。更 に滑稽 なのはかか る立場 か らの現在

の学問 の諸潮流 の 分析で ある といえる。 そ こではMarx理 論 は プ ロクルー

テスの寝台 の役割 を果 して新 しい研 究を裁断 して しま う。例 えば,サ イモン

(5)北 海道大学 図書館 の利 用状況 に関す る調査は かか る意味で の 日本 の研究者 の知

的 水準 を示す もの として面白い.森 口 〔46コ所載,pp.87-105.

研究者 とい うのはわれわ れを含め て面 の皮 の厚 い もので,こ こで 示 され た原 則

論 に対 して異を説 え る率直 な人 はむ しろ少な く,《 あなたの購 入 した この本 は…
… 〉とい う指摘 を した際 に,怒 っ て学問 研究 の 自由 に対 す る侵害だ とし う姿 勢を

とるだけ に過 ぎない.

(6)中 核蔵 書 に対応 す る中核雑 誌(corejournals)に つい ては 引用 分析 に よって,

それ に接近 しよ うとす る 試 みはあ る といえ る。 宮 地[41コ[42]は そ の問題 に対

す る予備 作業 として注 目に値す る.

(7)拙 稿 〔31コp.3.注10参 照.岩 猿[18]は 問 題 の提起 と主 と して アメ リカの状

況 の紹 介を行な ってい る,河 井[23コ は西 ドイ ツの実例 を示 していて興味深い.

(8)拙 稿[31]p.2注5,pp.21-22.注51-53参 照.ま た杉原[52]を 見 よ.
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(H.A.Simon)の 社 会 科 学 の新 しい定 式 化 の試 み も,ヴ イ ッ トゲソ シ ュ タイ

ン(LWittgenstein)や,カ ル ナ ッ プ(RCarnap)に 対 す る言 い古 され た 批

判 の孫 引 き と一 緒 に 棄 て られ る とい った珍 現象 が 発 生 す る。 この よ うな発 想

か らは決 して既 存 の理 論 の枠 組 み の 変革 とい うの は生 れ て こな い とい え る。

他 方 い わゆ る近代 経 済 学 理 論 と俗 に一一括 され る分 野 で は,日 本 で は 学 問 研

究 は積 み 重 ね に よ る進歩 に よって 支 え られ て い るの で あ って,学 説 史 研 究 無

用論 が あ り,こ れ か らは いわ ゆ る 自然 科 学 研 究 分 野 と同様 に新 し く刊 行 され

る文 献 が問 題 で あ り,絶 えず 一 定 期 間経 過 後 に選 書(weeding)し て,保 管

書 庫 に移 管 す る とい う発 想 が 生 れ る。 この対 極 にあ るの が,書 物 は 創 造 的 思

考 の触 媒 で あ り,そ れが 何 につ い て書 か れ た もので あ るか は 問わ な い とい う

立場 が あ る。

3.書 物 の創 造 的思 考 に果 す 役 割

新 しい理 論 な り思 想 な りの定 式 化 に書 物 とい うのが何 等 か の役 割 を果 す の

で あ ろ うか これ は解 答 不 能 の問 題 で あ ろ う,何 故 な ら完全 に ユ ー リス テ

ック(heuristic)な 思 考 も,完 全 に アル ゴ リス ミッ ク(algorithmic)な 思 考

もあ り得 な いか らで あ る。 然 し前 者 の 立場 を重 視 す る人 に と っては,書 物 は

自分 の思 考形 成 の触 媒 の役 を 果 す に過 ぎず,内 容 が い か に表 面 的 には そ の主

題 か らか け離 れ た もので あ ろ うと も,そ の書 物 の一 節 が深 い交 感(lacorres-

pondance)を 引 き起 す な らば 丁 度 プ ル ース ト(Proust)に とっ て のサ ソ

ザ シの 花 の様 に 十 分 で あ る とい え る。 そ こで は あ らゆ る書 物 が 不 死 の 生

を持 つ もの で あ り うる。 これ に対 し後 者 の立場 に とって は,既 存 の文 献 とい

うの は,何 が発 見 され た か を伝 え,何 が 発 見 され て い な いか を暗示 す る もの

で あ り,そ れ らの積 み 重 ね の 内 か ら,既 知 の命 題 の体 系 化 。組 織 化 が な され

る ので あ り,そ の意 味 で は 現 在 生 きて い る文 献 は 明 日は死 んだ 書 物 とな るべ

く運 命 づ け られ た もので あ る とい え る。・

情 報 検 索 に対 す る様 々な評 価 の対 立 ひ い ては 図 書館 の あ り方 に対 す る評価

の対 立 も この 書物 の不 死 な る もの の性 格 と,死 す る もの の性 格 と どち らが よ
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り重要であ るか とい う対立に起因す るもの といえ よう。

表面的には,自 然科学ひ いては社会 科学 の一部 の分野では,技 術的 ・組 織

的研究が可能であ るのだか ら,そ こでの文献 は絶 えず死す るものであ り,人

文諸学 の分野では,私 的体験 の根 と して利 用 され るものであ るか ら,不 死 の

文献 を対象 とす る とい った学問分野の違 いの様 に思われてい る,例 えば,最

近 の 日本の例 と しては,森 口 ・大須賀 「図書 の価値 曲線 のスベ リ台模型」 を
(9)

あげ ることが 出来 る。

これは,書 物は 出版後引用効果等で,次 第に利 用 され る様 にな り,定 常的

に利 用 され る一定期間を過 ぎると急速 に減 少 し,使 われ な くなるので,開 架'

書庫 か ら閉架書庫 さ らにはいわ ゆ る保存書庫(depositlibrary)に 移す事が

合理 的であ る としてい る。 また この書物の寿命判定は分野別に利用度 の標本

調査で可能なのではなか ろ うか とい う仮説が提示 されてい る。 ここでの問題

は二つに分 れ る,一 つは,ス ベ リ台模型 を仮定す る事の可否 であ り,い ま一

つ はそ の寿命の判定 に利用率 を採用す ることで ある。 この利 用率 を測度 とす

る考 え方は,森 ロモデルだけでは な く,費 用/便 益分析を利用す る人 々の間
(10)

に も しば しば見 られ る。

然 しかか る発 想は創造的思考 の過程 に対す る無理解 に根 ざ しているのでは

なかろ うか。

ある文献 が不死 とな るのは,ボ ルヘ ス(Borges)の 「話す とい うことは類

語反復 に落入 ることだ った」 とい う発想の延長線上 にあ るともいえる し,そ

れは,新 たな思想的文脈 での旧い思想 の復 活であ るともいえ る。更に転 じて

はい ままで見 えなか った新たな内的構造 の発見で もあ るのであ る。かか る立

場 か らは 一見死せ る文献 と 不死 の文献の区別は 難か しいか に見 え る。 しか

し,何 がかか る転換 を可能にす るかを考 え ると,あ る程度迄 はかか る区分が

(9)森 口[46]pp.59-67.丸 谷 ・牛 島[46コpp.81-83所 載.森 口 「探 索 ・引 退 ・

分 担 」 で,ス ベ リ台 モ デ ルが 最 初 に提 示 され た の は,昭 和47年10月31日 の報 告

で あ る.(PP.20-21,PP.130-134)

⑩ 例 え ば藤 井[12]で.RaffelとShishkoの 「図 書 館 の シス テ ム分 析」 中で 興

味 を寄 せ て い る(p.86)の は この点 で あ る.利 用 率 に つ い て の 図 書 館 学 者 の 発

想 の一 例 と して森 〔43コ を あ げ てお く,
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可 能で あ る とい え る。

クー ン(Kuhn)は,か か る発想 の転 換 を 科 学 革 命 に お け る新 た な範 式 ・

(11)

定 式 化(paradigln)の 提示 と 呼 んだ とい え る。 とす るな らば,科 学 史 の 世

界 で の不 死 の 作 品 に 相 当す る も のは,新 た な思 考 の枠組 ・概 念 華 置 の樹 立 を

した 文献 に 求 め る事 が 出来 るの で は な いか とい う ことで あ る。
く　　

然 し,か か る文献 に対す る利 用率が果 して高 い といえ るか ど うか。既存 の

概 念 の枠組 のなか で,そ の局部的 問題 の展開 を志 してい る限 りかか る交献 に

立 ち帰 る事はか な らず しも 多 い とは いわれ ないであろ う,け れ ども 新たな

paradigmの 創造 を志す ものが,し ば しば 現に流布 され極桔 とな ったparar

digmそ の ものを樹立 した者の文献 に立 ち帰 る事は,俗 に 《古典 に帰 る 》 と

い う現象 として今迄 もいい古 されて きた といえる。(こ の ような現象は,ユ

不死 の作品としての図書

私
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第2図 図書の種類 ・研究様式と図書館の形態

(iDKuhn⊂29]を 見 よ.

⑫ これは,教 育 システム と レベルの問題 と深 くかかわ ってい るといえ る.基 本 的

に古典 に戻 る事 を原 則 と して作 られ てい る教 育が,い わゆ る自然科学 ・技術教育

に適合す るか とい うのは,イ ギ リスで も問題 とな ってい るが,し か し依然 として

か な り安定 した形 を とっ ている とい える,ア メ リカで のreadinglistとassign-

mentsの 組 み合 せ また フラ ンスに おけ るGeuvreschoisiesの 地位 を考 えてみ て

も判 る.そ の点で の 日本 の方式 は易 きに流 れ てい るとい えな いだ ろ うか.ま た次

の問 題 と しては,ど の段階 の学生 ・生徒 に どの よ うな ものを供給す るか とい う事

とも関係 してい るが,何 で も開架 に出す とい う方式 は,幼 稚 園児 を イ ンキ ューナ
ヅラの開架室 に置 く様 な もので ある.
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一 リステ ックな側面 の強 い非 自然科学的分野に とどま らない と思われ る節 も

あ るが今は問わない。)

先に言及 した,い わゆ る近代経 済学理論 な どで の,日 本での学説史無用論

は,も っぱ ら その時 々のparadigmを 与え られた もの と して 技術 と しての

導入 が主流であ り,そ の主流 の範囲内での技術改 良で あ り,独 創性 である事
く　ヨラ

が多か った こ との帰結で ある と考 え られ る。

それぞれの分 野での 新た なparadigmの 創造 も,帰 す る所 は 思想的営為

で あ り,無 意識的 にか,か か る思想 史的展開 と切断 しようと して過 ぎて来た

日本 の近代経済理 論の研究者達か らは不死の存 在 と しての書物に対す る関心
(14)

は あ ま り現 わ れ なか った とい え る。

4.引 用分析 と書誌編集

学説史研究を独立 した学問分野 と してではな く,そ れぞれ の学問研究の分

野 での不 可欠 の研究史 の展望 と置 き換 えてみ る と,引 用分析 と書 誌編集 とが

そのための補助手段 と して浮ぴあが って来 る。又 これが系統的蒐書 をす るた

めに も不 可欠 の作業で ある事を考 え るな らば,図 書館管理 の中心 には,実 は

かか る能力を持 った 図書館員を置 く,ま たは育成 し,能 力を発揮 させ る こと

があ るといえる。 ヨー ロ ヅパ諸国乃至 アメ リカ、で,1ibrarianと 呼ばれ る専

門職 は実はかか る能力 の持主を指す のである といえる。

近来 の 日本で の図書館近 代化 のための行政が重点を置いて来 たのは,か か

る意味での専門職 と しての図書館員 の養成 よ りも書物 の在庫管理 としての近
(15)

代化 のみ である とい うのは酷評で あろ うか。

⑬ 近年 ようや く,近 代経済学の定着史を射程に収めた研究が現われだ した.拙 稿

[34コ[35],ま た.玉 野井[55],長 ・杉原[53].

¢の 学説史 と社会思想史に深い関心のあった手塚寿郎の他の数理経済学者の間で の

孤立は この事の反映であるといえる.数 理経済学者が当時の学問状況のなかで相

対的に孤立 していたとすれば,そ のなかでの社会思想史に対する関心の持主は さ

らに孤立 した といえる.

⑮ 第二次世界大戦後の学制改革に伴 う大学設置基準による私立大学設立 ・昇格の

際の図書設備 の充実が重視 されたことが,相 対的に大学内で の図書館員の地位の

向上をもた らしたためか、私立大学図書館職員の活動は,国 立大学 の図書館職員*



KWIC索 引を利用 した遡及的書誌 ρ

かか る状況か らの脱却の試 みの一 つ と して,最 近 急速 に開発 されて来 た,

情報検索 の手法が どこ迄有効であ るかを吟味 し,具 体的書誌作成 の経験 を通

じて何 をいい うるかを検討 してみた い。

II書 誌編纂 の現状 と問題点

1.学 説史の補助 手段 と しての文献 検索

。)現 時的書誌 文献検索が,自 分達をとりまく学問状況 の権認という

意 味 で は,現 時 的 書 誌(indexesorabstractsforcurrentawareness)と

して の 抄 録 誌 ・索 引 誌 が 第 一 に 注 目 さ れ る 。Bibliog7aPhiederStaats-und

Wirtschaflsωissenschaften,Dresden,1906-44や,A.Grandin;Bibliographie

8勿mleaessciencesブ 彿膨づ吻 初θ5,Politigues,6conomiguesetSociales.S吻 μ6-

(16)

ment・Sirey,1928-1951の よ うに1900年 代 の初頭 に迄遡 のぼ る事が 出来 る。

第二次世界大戦 を間に挾 んで,こ れ らの書誌の統廃合が行なわれた り,新

しい索引誌 ・抄録誌類が創刊 された。然 し索引誌 ・抄録誌類を編集 し維持す

るのは極めて費用がかか る といえ る 第1に 網羅性を確保す るために増加

す る出版物を確実に捕捉す る こと,定 期刊行物 については収録対象誌 を確保

す る事,第2に,こ れ らの文献を解読す る能力 のある専 門家 を確保す る事で

あ る。 日本の場 合 も同様であ る。戦前には個人 の作業 または一研究機関 の独

力で刊行可能で あった ものが,現 在では もはやそ の様な形 では維持 出来 な く

な って来 ている。それに もかかわ らず,そ れ らの困難を乗越 えて共 同編集 ・

刊行 とい う形で継続刊行を維持 し成熟 しえた ものは数 える程 しかない といえ

る。

*に 比 して 目ざ ま しい ものが あ る.し か しそれだけ に帰着 し うるで あろ うか.公 務

員主導型 の労働組合運 動のなかで,一 部 の半職業 的浅 薄な労働運 動家が,体 制 内

で の労働はすべ て生 きるため の手段で あ ると決 めつけ る過程で,図 書館職 員の専

門家 と しての 自立を防 げ る役を実際 には果 してき てい る事例 を見 た りす る と,単

に,当 世 の風 潮だけ に帰着 しえない問題が あ る.無 論,長 沢[47]p.67-69が 指

摘 してい る様 に待遇上 の問題 もあろ う.然 し,pp,97-81で 指摘 してい る様に,

職業 倫理 の確立 も問 題 とな って来 る.

⑯ 細谷[16コpp.121-149参 照.



10 商 学 討 究 第24巻 第2号

この種 の書誌は社 会科 学の場 合に,単 なる現時 的書誌で あるに留 ま らず,

累積す る事 に よって遡 及的書誌(retrosPectivebibliography)と して学 説史

的展望 を与 えるものへ と転換す る事が 出来 る。 しか し,完 全に学説史的展望

を与え るためには,そ の出発時点 の部分に接続す る前 史に相対す る部分 の遡

及的 書誌 が完成 して,そ うな って始め て学説 史の補助手段 と して有効である

といえ る。

b)遡 及的書誌 とそ の水準の変化 逆に遡及的書誌は一定期 間を経 て追録

が作 られ て 始めて 十全 にその能力を 発揮 しうる といえ よ う。 丁度Grandin

の現時的書誌は,遡 及的書誌 の 追録 として 作 られたのに 相応す るといえ よ
(17)

う。

遡及的書誌 と して,先 づ第一に問われ るものは,ど の様 な意 図 と選 択基準

とで収録文献を選択 しているかであ る。即ち,そ こでの収録基準 が網羅性に

あ るのか,評 価を含んだ 選択性 にあ るのかであ る。 前者 に 傾む いた場 合に

は,い わゆ る 目録 に近づ くし,後 者 に傾むけば,展 望review乃 至は学説史

に近づ くといえ る。

戦前 の 日本に 於 ての この種 の 代表的 な 書誌であ る 大阪商科大学 『経済学

文献大鑑』大阪,昭 和9-14年,4巻.や 増井(Masui,Mitsuzo(ed・))A

BibliograPhyofFinance,Kobe,1935・ は 網 羅性 の強 い 書誌であ った事は,

現在に於 てはその利用性 を高めてい るとはいえ,結 果的 にはかか る学説史的

評価 を避 けた収録基準 の設定にな っていた といえ るのではなか ろ うか。 いず

れに して も,こ の種の書誌は完全性 を期そ うと思 えば,共 同作業であ る事 を

避け られない し,か か る共同作業 に対す る 日本の社会的風土の不適応 は研 究

者の側か らの この種 の大掛 りな書誌 の作成 の試みを第二次大戦後は杜絶 させ

てい る。

現在 の様 な様 々な視角 か らの学説史の再 検討 の必要な時点での学説史 の補

助手段 と しての書誌 は,編 者 の立場 か らの主観性 の介入 よりは,む しろ系統

⑰A.Grandin:BibliograPhieggvgraledessciencesブuriaigeces,Politigues,

6coりzomigues8'sociales1800d1926.3vols.,Paris,1926。
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的網羅性 のあ る事 と,同 時 にその網羅性 の徹底化が必要 とされている とい え

る。特 に,国 際的に見ての研究者 の層の増大 と専 門主題の細分化 は,印 刷手

段 の多様化 と出版点数の増大 と相 まって,流 通す る情報量 の飛躍 的増加 を も
(18)

た らしている といえる。然 も学説史研究が,前 節 に述べた様 な信仰告 白的教

義問答か ら脱却す るに従 って,学 説の変容を思想 の社会史 として位置付 る事

に よって,単 にあ る理論 のparadigmの 樹立者 だけで な く,祖 述者 な どの

各非主要論客 に至 る迄の著作 ・小冊子類,機 関誌な どの解析 を含む,運 動体
く　

と しての思想 の多面的諸局面 を追 求す る様 になって来た といえる。

かか る研 究状況 は,従 来 の網羅的 な遡及書誌を して,選 択的書誌であ ると

見 なす程 の情報量 の増大 を要 求 してい るとい える。

他方かか る膨 張 した書誌は,そ のなかか ら必要 とされ る情報 を適切 に供給

す るため の検索 手段 を備 えなければな らない ことにな る。

逆 に情報検索効率を高め るための技法は,当 然 の事であ るが,書 誌 に記載

す る事項 の深化 をもた らす といえる。そ こでの記載は様 々な形 での内容 の評

価を伴 った ものでなければな らな くなる。 これはかか る書誌編纂を念頭 に置

いた 目録 作成 のlibrarianに 対 して,一 定 の専門分野で の学問的能力を要 求

す るよ うにな って来たのだ といえる。

一一方,伝 統的 図書館 学を中心 と した実務家 集団の側か らは,省 力化 とい う

目標のために書誌記載 の簡 略化が推進 され て来てい るとい うのが世界的な動
く　 ラ

向で あ る とい え る。

a8PaulWeiss;Knowledge;agrowthprocess,Science131号,1960,6月

Kochen[27コ に再 録,参 照.ま たPrjtchard[51コpp・58-55は,単 に出版点

数 の増 加の事 情だけで はな く,い わゆ る索 引誌 類に収録 され る状況 の解析が示 さ

れ てお り,索 引誌類が完全 に追跡 しえ ていな い状況 を示 してい るといえ る.

⑲ 例 えば,DavidLane;TheRoots()fRussinCommunism;asocialandhis-

toricalstudyofRussiansocial-democraay1898-1907・Assen,1969を 見 れば,

最近 の社会 的運 動体 の解 析のきめ の細か さを知 る ことが 出来 る.

⑳ALAか らAA規 則に移 って の 論文集な どの寄稿 者毎 の標題 分出数 の制約が

あげ られ る.共 同研究 ・会議 形態 の研究会 の増加 とそ の報告書 ・議 事録 の増加 と

その大 冊化 は世 界的な傾 向で あ る とい える.そ れ らは,従 来 の単 行書 の扱い とは

異な らざるを得 ない のだが,雑 誌論文中心 の索 引 ・抄録誌 か らは単 行書 と して除

外 され る場 合が 多 く問題点 とな ってい る.
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従 来 の 呼 び方 の他 に,ド キ ュメン タ リス ト(documentalists)と い う表 現

で 呼 ば れ る様 な 人 々の集 団が発 生 して来 た の は,か か る研 究者 の側 の要 求 の

拡 大 と図 書館 実 務 者 側 で の後 退 の断 層 を埋 め なけ れ ば な らな い とい う事 か ら

現 わ れ た と見 る事 が 出来 る。

■

2.書 誌編纂 と分担蒐集

。)目 録 。書誌作成の専 門化 省力化 とい う事の必要性 を否定す るわけで

はない,現 実 に もそのための努 力は進行 してい る。そ の主力はやは り計 算機

等 に よる機械処理であ るといえ よう。然 しその よ うな 目録作成は,単 一 の図

書館 が実施 した場 合には,非 計算機的処理 費用は,決 して減少せず,む しろ
ロ　

計算機 に書誌事項を入力す る段 階で増加す るともいえ る。

ただ これ に よって,再 タイプ費用が節約 出来 る し,非 図書 カー ド形 式での

打出 しも可能に なるので,冊 子体印刷 目録原稿 ・原版 の 自動作成が出来,二

次的段階で は専門的労 力を著 しく節約す る事 が出来 る。

即ちi基本的書誌 デー タを入力 したmasterfileを 作 るとい う点では専 門家

労働力が必要であ る し,そ のための人手は節約 出来 ない とい う事である。 た

だ しこのmasterfileに は完全 な汎用性 をもたせ,そ れ を共 同利用す る事 に

よって,絶 大な 省力化が 可能である といえる。 これは 現実 にはMARCII

く　 ラ

project,UKMARCprojectな ど に よ っ て 動 き 出 して い る とい え る。

く　 ラ

b)総 合 目録 と図書館網 問題 は 日本 では古瀬大六提案の様 に 「大学図書

館事務処理 センター」 とい う形で専門化 しそれが十分な効果を果すだ ろ うか

とい う点であ る。MARCIIprojectに つい てみた と して も,書 誌事項 の記

載 についてい うな らば,前 述 の図書館 学系 の書誌学者 の退行現 象の影響 を受

⑳ 少 く とも書 誌事 項 を記 載 した 原 稿 か ら計 算 機 へ の 入 力 に 変 換 す る費 用が 増 加 す

るわ け で あ る.'

(こ の 部 分 をMARCテ ー プに 換 え た 場 合 な どの 費 用 比 較 は,Dolbyetc・[8]

P・23ff参 照.)

㈱Dolbyetc。[8]同 上.Jeffereys[21].

⑬ 森 口[44コp.54以 下.
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け てい る とい う点が問題であ る し,社 会科学 に とって不可欠 な遡及性 につ い
(24)

て い うな らば,U.S.の 場 合 で1968年 に遡 る の にす ぎな い。 従 って 適切 な

主題書誌を作 ろ うと考 えるな らば,そ の主題 に適合 した 目録 作成能力 のあ る

者が 各 々の専門書を 抱え る図書館で 協力 しなければな らない。 結局 の とこ

ろ可能な方法は専門別 の分担蒐集であ り,そ れ らを結んでの総 合 目録 の作成

で あ る とい え る。 第1図 に示 した 図 書館 網 は拡 大 して,第3図 の よ うな 形 を

とるべ きであ るといえる。即ち,各 図書館は,中 核蔵書のなかの一部分をそ

の図書館の最 も強 い分野に特 化 し,そ こにつ いては出来 うる限 りの網羅性を
(25)

保 つ事 であ る。そ こで の蒐 書の中心 は,主 題研究者で もあ り書誌 目録 ・編 纂

者 で も あ る 専 門 的1ibrarian,
(26)

よ う。

又 はdocumentalistが 当 るべ'き で あ る とい え

⑭ これは立場の違いで もある.自 然科学系統の場合は1968年 迄 も 遡のぼ るとい

う.

㈲ 小樽商科大学の附属図書館におけ る特化の試みは,拙 稿[31],[32コ を参照さ

れたい.日 本ではまだ まだ,こ の問題は未解決であるといえる.先 に示 した河井

[23コ は研究室と大学中央図書館 との 西 ドイツでの 分担例の紹介で あ り,現 在 日

本総合大学 の中央図書館の おかれている状況にとっては,参 考になると 思われ

る.

㈲ かか る図書館組織網の作成 とい う事については研究者の思考の転換が最初に必

要である.先 に,拙 稿[31コp.22で も強調 しておいたが事態の改善は難 しいと

いえる.北 海道地方 の例をあげれば,道 立図書館が札幌の郊外に移転 ・拡大す る

に当って,北 海道内の図書館の所蔵総合 目録をカー ド目録で作成 し維持 してい く

事を計画し,国 立国会図書館も,日 本全体 の総合 目録作成 のテス トとして大いに

注 目し期待 した事業であった.こ れが挫折 したのは,蔵 書数では北海道で一番多

い,北 海道大学附属図書館長が賛成 しなかった事によると伝え られている.理 由

は北海道大学にない本が他にあるはずがない とい う事だったそ うである.

この巷間伝え られている事が事実であるかど うか,事 実で あるとすればその不

明をどのように釈明す るつもりなのか.仕 事 とい うのは一度挫折 した事を再開す

るのが,新 規に始めるのよりもいかに大変であるか とい う事 を思 うとき,釈 明や

謝罪などとい うものは三文の役に立たない.同 じ社会科学研究者の一人として,

この計画の実現に努力 した図書館員の方 々との会合に出る時,身 の細る思いをす

るのは私だけであろ うか.小 樽商大附属図書館の旧小樽高商か らの旧蔵 の貴重書

の利用に来学 される北海道大学の研究者に この事実を 指摘 してみた所で 死児の

よわいを数えるようなものである.

意識の上で の民主的運動の支持者が 自己の足場については無関心 とい う日本的
知識人の典型を ここに見る.拙 稿[31]に 記 したため多 くの図書館人か ら問い合

せを受けた小樽商大 の図書館近代化計画も今年度は中止されている.将 来 の再開

についてはその ような機会があった ら改めて記 したい.
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CB

開架室等標準図書

検索用手段図書αRB)
(参考図書)中 核図書 周辺図書 ・一般図書

(CB)(GB)

IRB

lI)事 項言語参照資料

(事・辞典,統 計類)
1皿)文 献参照資料

〆書 誌、

k目録瀬ノ

特化主題

第3図

㌔

一般主題

丸 舷 ず _縦 よる_

単位図書館の蔵書構成と主題特化

C)Master・fileの 活 用 と検索 技 法 いず れ に せ よ,評 価 を含 ん だ書 誌 事 項

の含 まれ た 目録 のmaster-fileが 完 成 し,更 に絶 えず 追 加 の情 報 を 記 録す る

こ とに よっ て更 新 して 行 くこ とが 可 能 とな って い く。

一 度 か か るmasterfileが 完 成 す るな らば,そ れ を計 算 機 処理(summary

process)を して,著 者 名順 ・書 名順 ・刊年 順 な どの配 列替 を行 な って 作表 す
く　わ

る(tabulation)事 に よ って,種 々な索 引 を作 る事 が 可 能 に な って来 る。 こ

れ に は,人 手 に よるな らば,あ ま りに も 費 用 が か か りす ぎて,実 際 的 には

作 り出す事 が不 可 能 で あ った 索 引(KWIC,KWOC,Citationな どの索 引や

CODEXな ど)を 含 め る事 が 出来 る。

これ は,単 に多 様 な 索 引 作 成 とい った次 元 に留 ま らな い。 一 般 利 用 者 に と

って はjargonに な りつ つ あ る図 書館 学 者 の作 り出 した 件 名 目録,主 標 目決

定 記 入 に伴 う様 々な 規 則 とい うもの が,カ ー ド状 目録 に と って 最 適 で あ る様

に設 計 され た ため で あ る事(分 出 ・重 出 の制 約等 々)が 多 い だけ に,計 算 機

に よ り通覧 性 のす ぐれ た 冊 子 目録 を 絶 えず 更 新 して作 り出 せ る とい う事 は,

従来 の 目録 規 則 ・書 誌 記 載 の慣 行 を も大 き く変 え る可 能 性 を有 して い る とい

く　 　

うことにな る。それ と同時に計算機処理 に適合 した書誌 ・目録 記載規則 を模

勧 松 井[38],Vickery[58]p・133f・ 参 照.

鰺Houghton[17]pp.48-59,Linderman[30]等 参 照 の こ と.
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索す る必要 を意味 してい る。

III計 算機処理 目録 の現状

1.KWIC索 引に見 る社会科学 と自然科学 の差

のKWlC索 引と件名索 引 計算機処理 の各種 目録の内で,最 も実用性

が高 く評価 され ているものは,標 題中に用い られ ている語を利用 したKWIC
(29)

(Key-Word-ln-Contextの 略 語 でquickと 掛 け 言 葉)索 引で あ る とい え る。

この評 価 の高 さは,KWIC索 引 が 当該 文 献 の筆 者 の使 用 した標 題 語 を そ の

ま ま 使 用 して,書 誌 ・目録 作 成 者 が,七hesaurusな どを 使 って 統 一 ・整 理

して い な い点 に求 め られ る。 これ は・一見 利 用 者 の 側 で,関 連 す る言 葉 を幾 度

も引 か な けれ ば な らな いの で,不 便 な様 で あ るが,実 際 は これ を統 一 す る事

の 方 が 不便 な場 合 が 多 い。 即 ち 伝 統 的 に 使 用 され て い る 件 名 目録(subject

catalogue)と 比較 して見 る と この 点 が判 る。

件 名標 目の場 合 に は,使 用 して い る 件 名 の相 互 の間 に は 原 則 と して,概

念 相 互 間 に 上 位 ・下 位 の 順位 付 け を 付 さな い 事 に な って い る。 単 に 同意 語

(See記 号)と 類 義語(Seealso記 号)の 区別 をす るに す ぎな い。 然 し 実

際 は これ らの 概 念 相 互 の 間 に も 上 ・下 関 係 が あ りMEDLARSのMeSH

(MedicalSubjectheading)の 様 に区 別(Seeunder,Seealsorelated,See

alsospecific記 号)を せ ざ るを得 な くな っ て来 る。 しか しこれ を徹 底 させ て

い くと,分 類 目録 に転 化 しな け れ ば な らな くな る し,他 方 境 界科 学 と呼ば れ

・て い る もの は ,伝 統 的 学 問 対 象 の再 編 成 を伴 っ て い るだ け に,件 名 相 互 の間
く　

の概 念 の上 ・下関係 も変る可能性を持 ってい る。

最大の問題点 は,こ の件名標 目表 自体 が,膨 大 とな り,先 に指摘 した様 に

㈲ と りあえず,わ れわれ の試験 研究 グルー プの共 同研究者 の松井[38]を 見 られ

た し.す で に上梓 したKV71Cindexseriesforsocialsciences(Editor-in-chief;

YoshiroMatsuda)の 解題で 記 した部分は 以下で は原則 と して 再述 を避け てあ

る,合 せて参照頂 け る と幸で あ る.

GO以 下 の件名 目録 につ いての議 論は,日 本語の場合 を除 く.日 本で は従 来極 め て

件名 目録が未発達で あった といえ る,木 田橋 こ24コ,加 藤[22コ,山 下[59]参 照.
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それ 自体図書館学 の非専 門家には使 い こなせず,そ れ 自体検索 の対象 とさえ
`31)

なる事 と,通 常一文献当 り付与 され る標 目の数は多 くな く有 効な検索手段た
(32)

りえな い 点 に あ る とい え る。

これ に 対 してKWIC索 引 の使 用 す る語 は 原 則 と して,抄 録 者 ・索 引者

な どの使 用 す るdescriptorと は 異 な り著者 が 使 用 してい る語 で あ る とい う

意 味 で,自 然語(naturalwords)と 呼 ぶ 事 が 出来 る。 利 用 者 が,著 者 と同

一 層 に属 す るな らば ,こ の 自然 語 の流 通 圏 に 含 まれ て い るわ け で あ るか ら件

名 目録 の場 合 の様 な断 絶 感 は 少い とい え る。

即 ち第4図 に示 す 様 に 自然 語 と件 名標 目との間 で は意 味 の ずれ が発 生 し う

る とい え る。

実体(検 索対象)

情報(検 索手段)

検索手

の レベ

実体の意昧範囲
↑

{

日常言語 による

あい まい さ

一 範囲』侍 ≒
通常の 「件名」

の意味 ←__+___→一
一自然

語から 慣用的用語幅による意味のズレ
人為的検索用語へ

第4図

b)自 然科学と社会科学の差 ただ,

修 辞 的sophisticationに よ る ズ レ

検索用語の意味のズ レの程度

自然 語 の場 合 に は,又 著 者 の用 語 法

の いか んに よって 別 箇 の意 味 のず れ が 発 生 し うる。 即 ち 修辞 的Sophistica一

BD長 山[48コ.

3Z松 井[36コp.243以 下 参 照.
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tionで あ る。 も っ と も 自然 科 学 の分 野 の場 合 に は 比 較 的 内 容 を 直裁 に 反 映

す る語 が 選 ば れ る事 が 多 く,し か も 修 辞 的Sophisticationが 少 い だけ に,

極 め てKWIC索 引 の効 率 を高 くす る とい え る。

従 っ て,こ の 種 の 索 引 が 抄録 誌 等 に 採 用 され た のは 早 か った とい え る。
(33)

IBMの ル ー ン(H・P・Luhn)が 公 表 した の が,1959年 で あ っ た 事 を 考 え る

(34)

とChemicalTitlesの1961年 創 刊 の 早 さが 判 る とい え る。(第1表A参 照)

次 にKWIC索 引 の導 入 され た 分野 は,概 念 範 疇 の 明晰 な 法 律学 で あ る。

これ も又速 報 性 の重 じ られ る分 野 で あ り,現 時 的(currentawareness)書 誌

が発 達 して い る といえ る。 この事 か らKWIC索 引 は 現 時 的 書 誌 に 向 い て

い る とい う偏 見 が発 生 した とい え る。然 し実 際 は遡 及 的 書 誌 と して も有 効 で

あ る事 は,最 初 に雑 誌 の累積 索 引(cumulativeindex)の 形 で 明 らか に な っ

た。(第1表B)た だ これ らの累 積 索 引 が社 会科 学 の なか で も主 と して,政

治 学 ・社 会学 な どの分 野 で 始 ま った 事 は,こ れ らの分 野 が多 重 分 類(faceted

classification)を 必 要 とす る様 な多 面 的接 近 の 行 われ て い る もの で あ る事 を

考 え る と 重 複 検 出 に 便利 なKWIC索 引 に注 目 した の は 十分 理 由 の あ る事

だ とい え る。

雑誌 論 文 等 の 索 引誌 と してで は な く,主 題 書 誌 と してKWIC索 引 がf乍

成 され る様 に な った の も,こ の政 治学 ・社 会 学 の分 野 が 最初 で あ る と思 わ れ

(35)

る。(第1表C)

2.機 械 処理 の限 界 と新 た な書 誌 編 纂 の試 み

。)文 献 内 容 の 表 示 とdescript。r社 会科 学 の 分 野 の文 献 は, 特に思想史

B3iLuhnの 原 論 文 はC】aireK・Schultz(ed・);H・RLuhn:Pioneerofinfor-

mationScience;selectedworks.London,1968に 再 録 され てい る ので 今 日で は

比 較 的 容 易 に見 る事が 出来 る.Fischer[10コ を参 照.

帥ChemicelTitlesに つ い て はNIPDOK[50コ 所 載 のFredA・Tateの 翻 訳 を

参 照 され た い.

㈹ こ こで の表 は,か な らず し も網 羅 的で な い し,書 誌 事 項 が 不 明 の 点 も あ り,省

略 した も の も多 い.ま た 筆 者 未 見 の もの も含む.ノ 碗 磁 砒 の 入手 な どを 含 め て

木 田橋 ・松 井 両 氏 の 他 国立 国 会 図 書 館 参 考 書 誌 部 の教 示 を頂 い た.
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的 要 素 が 強 くな る程 文 学 的表 現 が 濃 くな り,標 題 の 直 接 的 内容 の 描写 性

(descriPtiveness)が 減 少す る事 は 先 に 言 及 したが,そ れ はKWIC索 引 の

検索 効 率 を下 げ る こ とに な り,適 切 なdescriptorsの 追 加 が必 要 とな って来
(36)

る とい え る 。 こ の 補 充 の 必 要 率 は ク ラ フ ト(D.H.Kraft)のJnaex彦oLegal

く　わ
Periodicalsを 使 用 し て の 実 験 で は,lo.5%,ヤ ン ダ(K・Janda)のAmerican

くヨの

PoliticalScienceRevieω の場 合 で33%で あ り,政 治学 の方 が 法 学 よ り文 学

的 表 現 に 富 む 事 を思 わ せ る結果 とな っ てい る。

この種 のdescriptorの 追 加 は機械 的 に 作 成 出来 る とい うKWIC索 引 の

長所 を減 少 させ る事 に な るけ れ ど もわ れ わ れ の実験 結果 か ら見 て も不 可 欠 の

作業 で あ る とい え る。 問題 はか か るdescriptorと して,件 名 標 目表 で 使 用

され て い る様 な語 を 用 い るか,あ るい は もっ と直戴 な 自然 語 に近 い表 現 を 採

用す るか で あ る。 わ れ わ れ の 知 る限 りで は 社 会 科 学 分 野 で のKWIC索 引

の 作成 が 図 書 館 学 の研 究者 とい うよ りも,ヤ ソ ダや,ヒ ル(R.Hill)の よ う

に 主題 を持 った 研 究 者 の 主 導 で 作業 が 始 ま った だ け に,む しろ後 老 の 自然 語

的 語 の 補充 とい う形 を とって い る。 ヤ ン ダは 当 初 この 作業 を政 治 学 専攻 の学

部 学 生 に 委 ね よ うと して す ぐそ の案 を放 棄 して独 力 で 行 な った とい う。 これ

は全 体 の統 一 性 を確 保 す る上 に は 役 に 立 って い るが,共 同 作業 の場 合 に は か

か る統 一 性 を保 つ のは 難 しい とい え る。(ヒ ル の作 業 の場 合 に は ど こ迄共 編

者 で 弟 子 の アル ダス(J・Aldous)ど で 行 な った のか 他 の 協 力 者 の協 力 を得 て
く　 ラ

い るのかは 明 らか に されて いな い)。 この問題 の全面的検討 は将来 の課題で

ある と して も,わ れわれ の実験結果か らの漸定的結論 としては専 門の主題研
のの

究 者 の 参 加 が 望 ま しい とい え る。 そ れ は適 切 なdescriptorが,い わ ゆ る件

名 よ りは よ り細 か な 自然 語 を 用 い る事 に よ って得 られ る と思 わ れ るか らで あ

翰keywordとstop-wordと の 関 係等 の分 析 に つ い て は,松 井[37コ を 見 よ.

30Kraft[28].

B8)Janda[20コP・57・etc・

㈹Aldous&Hil1の 索 引 は 第1表c参 照.Janda[20コ.

㈹ そ の よ うな 意 味 で はCODEX(codeindex)の 具 休 的 適 用で あ るUniversal

ReferemceSystemは 注 目に 値 す る.Janda[20コ 参 照.現 物 は 九 州大 学 附 属 図 書

館 で 閲 覧 の機 会 を得 た.
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る。 ヒル と アル ダスの家族 ・婚姻の社会学書誌がKWIC索 引の補助 と し

て,い わゆ る件名索引に近 い小項 目58の 主題索 引を付 し,そ れを更に大項

目に統 合分類 してあ るのは将来 の この種 の索引のあ り方 を暗示 してい るとい

え る。

いずれ にせ よ,こ の種 の 目録 が 学説史研究の 補助手段 として 有効 である

とい うわれわれの 立場か らは,主 題研究者の 参加が,結 局の所不 可欠であ

るといわ ざるを得 ない。 実際今 一つ の計算機処理 を した 書誌 である ポ リソ
(41)

(B・RPollin)のGodzvinCriticismは,data-compilationの 段 階で の一 つ

一 つ の文 献 に 与 え た 内容 表 示 が そ の 多様 な計 算 機 処理 に よ る索 引を 可 能 に し

て い る とい うこ とが 出来 る。

この 書誌 で は,ゴ ドウイ ン(w・Godwin)に 関 して書 か れた 資 料3,379点

を,ゴ ドウ イソ の生 存 中 の雑 誌等 の定 期 刊 行 物 に 載 った もの(1,223点),書

物 ・パ ン フ レ ッ トの形 を とった もの(239点),死 後1966年 迄 に 定 期 刊 行物

に 載 った もの(702点),書 物 体 の もの(1215点)に 分 け,各 々に 簡 単 な 内

容要 約 ・抄録(長 い もの で は150語 程 度)と,12種 類 の記 号 とが 付 け 加 え ら

れ て い る。

くれ 　

第5図 に示 した例 は,本 学 のr商 学 討 究』 の 旧 シ リーズ(小 樽 高 商時 代)

と,新 シ リーズに 載 った部 分 を とっ てみ た。 これ ら日本 語 文 献 は慶 応 大 学 白

井 厚教 授 の協 力 に よる との事 で あ る。

b)分 類機 能 の活 用 と索 引 ポ リンが,作 成 した,計 算 機 処理 に よ る索 引

は,i)言 及 人 名,ii)言 及 作 品,iii)著 者 名,iv)収 録 文 献 の 年 代 順 配 列 ・

(月 ・日を 含む),V)ゴ ドウイ ン著 作 名順 書 評,vi)ゴ ドウイ ンに つ い て の

み書 か れ た 文 献 ・論 文 ・追 悼 文 一 覧,vji)同 上 文 献 につ い て の 書 評,viii)

言語 別 一 覧(13言 語)で あ り,こ れ らは おの お の文 献 番 号 と種 類別 記 号 の対

に な っ てい る。

㊥ 本書 の醤評 につ いては,白 井 ・藤 川の 『三 田学会 雑誌』所載 の ものが あ る.

幽 旧 シ リーズにす ぐれた論 文が 多 く載った事 を考 え ると,今 しば らく残 部 の保 存

の必 要が あ る様で あ る.
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第5図Pollin;(fOdwinCriticisismの 例

この書誌 は画期的 な労作であ る事 は間違 いないけれ ども,こ の書誌 の内容

分析をす る事 に よって,ゴ ドウインの研 究史を もっと刻明に明 らかにす る事

が出来 たのではないか と考え られ る。

書誌 の本体 自体は,単 純 な前述 の4分 類であ る,当 初 ポ リンは,死 後を,

ヴイク リア時代 と現代 とに分割 したが ・前者 の量 が相対的に少ないので併 合

した と してい る。然 し全体を通読 または索 引で全体を何度 か引 き直 しをす る

には少 し膨大す ぎるのであ り,書 誌 の本体 自体を分類す る必要があ るといえ
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る。 ヴィク トリア時代 の少な さは,そ れ 自体時代 の ゴ ドウイン評価であ り,

それ らが,ど の様 な言語別で 出され ているかを通読出来 る様 に配列す るとい

うの も一つの方 法であ る。又は,ゴ ドウイソの著作に関す る書評 の時代別 ・

言語配列 とい った ものを本体 とす る事 も可能なはずであ る。

又抄録 内容中の単語 を分析 して,一 種 の件名 目録を作成す る事に よって,

ゴ ドウインの様 な多彩 な活動を した人物 を浮彫 りにす る事が 出来 る と思われ

る。 この書誌全体 を通 じてnameapproachと で もい うべ き,人 名 ・書名を

通 じて検索す る方法 が と られ てい るが,こ れ は確に学説史的接近 には有効で

あ るが,、これ だけ の 情報が計 算機処理 のためにMTに 格納 された 以上は,

今一歩踏み込んだ主題 検索 の手法 も試 み られ るべ きであ ったろ う。

いずれに しても,こ れ らの点は,こ の書誌が あ まりに も伝統的書誌形態を

踏襲 しす ぎた故であ ると考え られ る。 いかに書誌 とい うものが各研究者の共

通 の利用に役立て るための ものであ るとはいえ,編 纂者の評価 の入 らない書

誌 を作 る事は不可能な以上,評 価 ・解釈 の明示 を含みつつ,汎 用性 に役立ち

うる索 引の具備が 望 まれ るのであ る。 そ して,か か る 計算機処理索 引書誌

は,経 済史に計量経 済史のあ るの との類 比でいえば一種の計量 学説史 ともい

うべ きものの素材の一つ と考 える事が 出来 るであろ う。

IV学 説史研究の補助手段 としてのKWIC索 引作成例

1.19世 紀radicalism研 究

。)機 械処理 目録作成実験 社 会科学 におけ る書誌作成に計算機処理 を導

入す る事 は,日 本ではわれわれ の知 る限 りでは まだ十分な市民権 を得 ている

とはいわれない。特 に学説史研究 の手段 と しては,国 際的に もポ リンの書誌

を除 いては まだ十分な成果 をあげ てい るとはいわれない様 であ る。

いずれに して も,望 ま しい手法を開発す るためには,実 際に,こ の種 の書

誌を作成 してみ る他はない。かか る実験結果の解析が積み重な って,初 めて

次 の段 階に進む事が出来 る といえ る。 われわれ の行な った,さ さやかな一連
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の実 験 の一 部 は 先 に 「社 会 科 学 のた め のKWIC索 引叢 書 」(KWICindex

SeriesforSocialSciences)と 題 して上 梓 した が,書 誌 作成 の技 法 とい う点

か ら これ らの実 験 結果 を展望 して み る事に す る。

b)社 会 的 運 動 体 と して の思 想 われ わ れ が 書 誌 作 成 の対 象 と して適 合 す

る と考 え た の は,社 会 的 運 動 体 と して の思 想 で あ り,経 済学 の分 野 に限 定 し

た と して も,か か る運 動 体 は幾 つ か あ る とい え る。 従 来 日本 で比 較 的 良 く開

拓 され てい るの は,ス ミス(A・Smith)に 始 ま る イギ リス古 典派 経 済学 で あ
くるの

る とい え よ う。 従 って そ こで 従 来 す で に得 られ た 成果 を元 に して 作業 をす る

な らば,多 少早 く仕 事 が進 んだ か も しれ な い。 然 しこ こで あ え て,サ ソ ・シ

モ ン(HenrideSaint-Simon)と サ ン ・シモ ン主 義 者 達(Saint-Simoniens)

の運 動 を と らえ る事 に した の はそ れ だ け の理 由 が あ る。 近 代 の経 済理 論 の な

か に共 通 に現 わ れ てい る生産 力至 上 主 義 と,経 営 者職 能 に代 表 され る様 な テ

ク ノ クラ ッ ト尊 重 が 一 番 明瞭 に 打 ち 出 され た のは 彼 等 の理 論 展 開 を通 じて で

あ り,ミ ル(J.s.Mill)を 通 じて イギ リス正統 派 理 論 へ流 れ,あ る意 味 で は ケ

イ ン ズ(J.MKeynes)の 独特 の 階級 論 に 連 な って 行 くこの 影 響 は 従来 軽 視 さ

れ てい る。 又 父 オ ーギ ュス ト ・ワル ラス(AugusteWalras)を 通 じて レオ ソ

(L60n)・ ワル ラスへ と流 れ る この思 想 は,シ ュソペ ー ター(J・schumpeter)

に 代 表 され る学 説 史家 の手 に よ って,単 な る幻 想 家(visionary,illumin6)と

裁 断 され て しま貝,ワ ル ラス理 論 か らは一 般 均 衡 理 論 だ け を 残 して土 地 国有

化 論 を含 め て サ ン ・シモ ン主 義 者 的 面 を持 つ社 会 全 体 を 把 握す る忘 向 は捨 て

さ られ てい る。 問題 に され る のは 単純 に マ ル クス理 論 に影 響 を与 え た側 面 で

しか 把 え られず,全 体 と して問 題 に され る事 は なか った とい え る。

現 在 の経 済理 論 の 認識 の枠 組 自体 が 変 換 され な けれ ば な らな い とす るな ら

ば,ま さに,か か る認 識 の枠 組 の設 定 そ の も の を発 生源 に 逆 のぼ って 捉 え な

けれ ば な らな い。 従 って,わ れ わ れ の試 み は,こ の運 動 の総 体 を 掴 む 事 が 目

紛 書誌学者の天野敬太郎氏の仕事を始め国際的評価を得た水田洋氏のス ミス旧蔵

書 目録校訂の作業などは この一例であろ う.
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(44)

的 とな ってい る。

当然 次 の段 階 に は,こ の 運動 の対 極 をな す,農 本主 義 的 な フー リエ(Ch・

Fourier)か ら プル ー ドン(J-P・Proudhon)に 通 じる運動 が,ま た,か か る

思想 的 対 立 を 準 備 した 百 科 全 書 派 一 特 に デイ ドP(Diderot)対 ル ッ ソー

(J・-J・Rousseau)が 検 討 され るべ きで あ ろ う。 然 し一 方 で は,こ れ は社

会 的 運 動 体 を 把 え るた め の書 誌 作 成 の技 法 の検 討 を も 目的 と して い るの で あ

るか ら,そ れ らの全 体 の展 開 を念 頭 に置 きなが らサ ン ・シモ ン とサ ン ・シ モ
ぐるの

ソ主義者を取 りあげ た といえ る。

2.書 誌 作 成 の手 順

。)手 塚 文 庫 目録 作 成 か らmaste'r・Ale作 成 迄 われ わ れ の作業 の母 体 は,

くるの

手 塚 文 庫 目録 の 作 成 作 業 に 迄 遡 る 事 が 出 来 る。

当 初 手 塚 文 庫 目録 は,第1次 松 尾 正 路 ・木 田橋 喜 代 慎 目録 を 踏 襲 して 書 架

分 類 の,P:Philosophieetsciencesnaturelles,E:6conomicPolitique・

S:mouvementssociales,D:droitetpolitique,M:m61angesに 分 け て

作 られ て い た が,本 目録 は 第 一 義 的 に 所 在 目録 と して 使 用 され る と い う事 を

想 定 して,著 者 名 配 列 に 組 み 替 え た 。 た だ サ ソ シ モ ン主 義 者 だ け は 小 冊 子 類
(47)

が様 々に合綴 された ものが多数 あ るので,一 箇所 に集めた。

本来 な らば,手 塚寿郎教授の蒐 書方針 に合せ て,フ ランス社会思想 の潮流

と経 済理論,特 に数理経済学の展 開,と の絡み合 に焦点を しぼ って独 自の主

題分 類をすべ きであ ったのであ るが,時 間的制約 とその時 点では,手 塚書 き
(48)

抜 き(cahiers)の 解 明が十 分 で なか った の で 現在 出版 され た様 な形 に落 着 い

㈹ これ らの点については稿を改めて記す予定で ある.取 り敢えず拙稿[33コ 参照
されたい,

㈲ いまひとつは,、最近のこの分野で重要視 される割には,直 接原資料を検討 した

研究が 日本で はあまり見 られない事 を考えると,故 手塚教授 の蒐集に端を発す る
コレクションの日本における社会的共有財産化を 目指 したのだといえる.

㈹ 坂田太郎他編として 『フランス社会思想史文献 目録』として上梓 されている.

㈲ この点については編者の津田助教授か ら,こ こだけ別扱いす るのは問題で ある

とい う指摘がなされていた.

㈲ この部分については別箇の作業が進行中であ りいずれ 手塚Cahiersに よる書'誌 として校訂結果を公表す る予定である
.
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た 。

そ の後,デ ル ・ボ ー教 授(DelBo)の これ だ け の資 料 が あ るな らば も う少

し目録 と して は形 が変 え られ た の で は な いか とい う批 評 もあ り,改 訂 の手 法

を検 討 してい た。 た また ま1972年 に,サ ソ ・シモ ン主 義 とフ ー リェ主 義 文

献 の サ ソ トネ ル(L60nCentnell)・ コ レク シ ョソが入 手 出来,小 樽商 科 大 学
ぱの

の 同 窓生 の努 力 に よ り大 西 ・手 塚 記 念 文 庫 と して設 置 す る事 が 出来 た の を機

会 に,取 敢 えず サ ン ・シモ ン主 義 に 限 定 して,佐 藤 茂 行 ・広 田明 の 協 力 を得

て計 算 機 処 理 の書 誌 と して作 成 す る事 に した。

目録 は,運 動 のな か で 生れ た 著 作(Seriesno・2近 刊)[以 下 《原典 〉と略

す]と,そ れ に 関す る研 究文献(no・3)に 分 れ,後 者 は,単 行 書(vol・1)[以
(50)

下 《研 究書 》 と略 す]と 雑 誌 論 文 等(VOLII未 刊)に 分 れ る。

b)収 録 文 献 収 録 文 献 は,

原 典 研 究 書

著 者123209

延 点 数479230

で あ る。 こ こで,原 典 と してあ る の は,第1版(予 備 版)で の結 果 で あ り,

目下 改 訂 作業 中 で あ る印刷 用 公 刊 版 で の数値 とは 異 って い る。

原 典 は 全 体 と して,手 塚 とサ ン トネ ル両 コ レ クシ ョンで 成 り立 って い る。

手 塚 の コ レ クシ ョンは筆 者 が 文 庫 目録 作 成 の た め 現物 照 合 を した 際 の感 じで

は,製 本状 況 か ら見 て,お そ ら く,二 つ の 大 きな コ レクシ ョン を一 括 入 手 し
(51)

た の を 中心 に 作 られ た の で は な いか と想 定 され る。 そ の うち の一 つ は,書 き

Qg)拙 稿[32][33]参 照.

㈹ 松井[40]参 照.

㈹ 合綴 の簡易 自家製 本は,当 時 のサ ン ・シモ ニア ンの シ ンボル色 と してパ ンフ レ

ッ トの表 紙に使用 され た紺 の紙で,裏 打 ちには しば しば,機 関誌Globeを 使用

していた事か らサ ン ・シモ ニア ンが 前所 有者 と推定 され る.鉛 筆でssn。 一 とい

う書 き込 み のあ るものが あ り,そ れが 同一 コ レクシ ・ンに 属す るもの と 思わ れ

る.

ア ンフ ァソタ ン(Enfantin)の 著作 の一つ には,本 人か らコ ンス タ ン(Abb6

Alphonse-LouisConstant)宛 の献辞 のあ るもの,フ ール ネル の献辞 のあ るもの

などが あ る.こ れ らと文献 の旧蔵 者 との関係は今で は確 認の仕様が ない。
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込 み等 か ら,恐 ら くフ ール ネ ル(H・Foumel)の 系 統 に属 す るサ ソ ・シモ ソ

主 義 者 と思 われ る。 従 って,こ れ が フー ル ネ ルの活 動 をめ ぐる文 献 に強 い理

(52)

由 を なす ので は な いか と推 定 され る。

又 フ ー リエ ス トの ゲバ ソ(Dr・Gu6pin)の 書 き込 み の あ る ものが 一 点 あ る

が,製 本 状 況 か ら して別 の コ レク シ ョンに属 す る もの と思 われ る。

サ ン トネル ・コ レクシ ョン の方 は,そ の様 な ま とま った もので は な く,氏

が 碓乾 と集め た もの と思 われ る。 ア ノ トオ(GabrielHanotaux)の 注 記 の 無

片 の 入 った文 献 もあ るが,全 体 と して,ア ノ トオ の蒐 集 に か か る部 分 を 受 け

入 れ た と も思 わ れ な い様 で あ る。

研 究書 につ い ては,手 塚 コ レク シ ョン70点,サ ソ トネ ル ・コ レクシ ョン

6点,ワ ル チ(Walch)の 書 誌 か ら補充 した もの131点,わ れ わ れ の手 で 補

強 した もの30点 か ら成 立 して い る。

3.KWIC索 引 と刊 年 順 索 引

書 誌 事 項 を 機械 可 読 デ ータに 変 換 して,master-fileを 作 成 した 後 は,そ

れ を各 種 の分 類 を し作表 す る事 に よ って索 引 を作 る事 が重 要 な作 業 に な って

来 る。 わ れわ れ の作 業 は,単 純 作 業 で 作 成 した ものが どこ迄利 用 可 能 か と

い う事 に も関 心 が あ った ので,評 価 を 含 んだ 様 なdescriptorの 追 加 ・件 名

の 付与 とい う事 は 行 な わ な か った 。 従 っ て,作 成 し うる索 引 の種 類 も限 定 さ

れ る。 従 来 の この種 の機械 処理 の索 引で は 作 成 され なか った とは い え,学 説

史 家 の 間 で重 視 され てい た もの に,刊 年順 索 引 又 は 刊年 順 配 列 が あ る。 ヒ ッ

グ ス(H.Higgs)の 書 誌 や,フ ナ ックス ウエ ル(Foxwell)の 二 つ の蒐 書 の

目録(1(ress文 庫,Goldsmi七h文 庫)が それ で あ る。

働Fournel;Bibliographiesaint-simonienne,de1802du31de'ceMbre1832.

1833の 第2部 サ ン ・ シ モ ン 主 義 者 の 著 作 と の 照 合 を す れ ば,(詳 細 は,松 田[33コ

に 譲 る)項 目e-nま で の 蒐 集 は 極 め て 周 到 で あ り,P.Missions.歪9】isesdes

provinces.w・CrisesSaint-Simmoniennesは か な らず し も 強 く な い.Scissjon

deBazardは2点,Scissjond'O・Rodriguesは な い.(但 し サ ン トネ ル ・ コ レ ク

シ ョ ン か ら2点 補 強 さ れ た).y.Menilhontant.で は16。 のFeuillesPopulaires

は 全88点 が 揃 っ て い る.
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われわれ の作業で も,KWIc索 引 と並んで重要 な もの と して刊年順索 引

を最初 に作成 した。

0)刊 年順索 引 刊年順配列 を行な う事に よって,原 典については,運 動

の経過 に伴 う論客 と 出版点数の推 移を 追 う事が出来 た。 ただ 第1版(予 備

版)で は,フ ールネルの書誌 な どで推 定年 代が判 明 してい る文献 も,n.d.扱

いに した ことと,非 所蔵分 の書誌上で の追加記入がか な らず しも十分 でなか

った ことのため,運 動全体 を量化す るため宣伝活動 の量的指標 と して書物媒

体の出版状況 を押 さえ る とい う役割は十分には果 していなか った。

また 作業の結果,マ シアス(BarondeMassias)や,コ ン ト(Auguste

Comte)の 様 な,サ ソ シモン主義者 には対立 した人 々の文献 も,ポ リンの様

に注記記号 を付 して挿入す る事 と,各 国語へ醗 訳 された文献 を追加 し,刊 行

地 又は 言語別配列 をすべ きであ る 事がは っき りした。 即 ち 運動 自体 の内部

対 立(メ ニルモソタンへの動 きな ど)と 外部 との対 立,さ らにそれが最近 の

フ ァカール(Fakkar)の 研究な どで明 らかに なって来 た様 に国際的波及 と影

響 力のあった運動の全 容を直観的 な形でな く明 らかにす る事が 出来 るであろ

うとい う意味で,書 誌 の新 しい形 態を 作 り出す 可能性を 持 ってい る といえ

るか らであ る。

研究書につい ては 書誌解題 に 記 した様 に単純 な 刊年順索引 を 解読す る事

に よって,か な り明瞭 に 研 究史の動向を 把握す る事が 出来 るが,そ れは,

KWIC索 引 を並用す る事に よって可能であ った ともいえ る。

b)KWlC索 引 われわれはstoP-wordと しては,最 小限 の 指定 しか

行なわ なか った。 その結果は,

keyword異 り語 数

延 語 数

stopword異 り語 数

延 語 数

原 典 研究書

1399

4324

695

134・8

97

3067

109

1076

で あ る。
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第1に 注 目に値 す るの は,原 典 の方 が,運 動 のな か の宣 伝 用 パ ソ フ レ ッ ト

類 が 主 力 で あ るだけ に,疑 問詞 や前 置 詞 類 が 多 く,stOP-wordの 延 語 数 が 著

し く多 くな って い る事 で あ る。

第2に,KWICに 現 わ れ るkeywordに つ い て両 者 を対 比す る事 に よっ

て サ ン ・シ モ ソ主 義者 の 本 来 の関 心 と 研 究者 の 関 心 とが どの 程 度 一 致 す る

か,又 は違 っ てい るか が 分 析 出来 る。 しか もそ れ を,先 に 述べ た様 に 年 代 順

索 引 と組 み 合 せ る事 に よ って,研 究 史 の 動 向 を追 う事 が 出来 る。 われ わ れ の

得 た結 論 の一 部 は,書 誌 解 題 で 示 して おい た が,当 初 予 想 して い た 以上 の成

果 が あ った とい うべ きで あ ろ う。 ・1

今後 の問 題 と して は,i)原 典 につ い て い えば,機 関誌 類 に 載 った 論 文 を

同様 に処 理 した な らば,ど うな るか,・ もっ と運 動 の細 部 に渡 って の検 討

が 可能 に な る ので は な い か。ii)他 の 同時 代 の 関 連す る運 動 一 一 フ ー リェ主

義者,カ ベ ー の仲 間 な ど と対 比 した時 どの様 な 結果 が 出 るか 。iii)研 究

書 に っ い て い えば,単 行書 標 題 で あ るた め のsophisticationか ら脱 れ るた め

に 内 容細 目を 入れ た ら,ど の よ うに な るか 。 とい った 点 が あげ られ る。

KWIC索 引 固有 の問 題 と して検 討 の 必要 な の は,stopwordと して何 を
(53)

指 定 す るか とい う事 で あ る。stopwordの 数 を最 小 にす る よ う努 め た 事 は意

味 のあ るkeywordを 落 さない 点 で は 効果 的 で あ った が,採 録 点 数 の増 加

した ときは,検 索 効 率 を高 め るた め に,何 等 か の 制限 を必 要 と して くる とい

える。 また 使 用 言語 数 の増 加 と共 に,不 可 避 的 にthesaurusを 作 成 して お

か な け れば 見 落 しの発 生す る可 能 性 が 出 て来 る とい え る。(例 えば,United

States←>USAeAmericaぐ →Etas-unisetc,;Russia← 》Russe← レSoviete

SSR← 》USSRetc.)

これ らは,主 題 毎 に 更 に 実 験 を 積 み 重 ね る事 に よ っ て 漸 次 的 に 解 決 す る 事

が 出 来 る で あ ろ う。

鯛 松 井[37].
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4.MARCの 特 質 と所 蔵 ・所 在 調査

。)重 複 打 出 と《へARCい わ ゆ るMARcProjectはMachineReadable

Catalogue(機 械 百∫読 目録)の 略 語 で あ った が,こ の種 の機 械 可読 目録 が,先

に 論 じた様 に 索 引 と して 特 殊 な形 態 の 目録 の打 出 しに 利 用 し うるので あ る

が,そ の他 の特 質 と しては,重 複 打 出 しが 可能 な事 が あ げ られ る。

今 回作 成 した 一 連 の書 誌 は,そ れ ぞ れ の索 引 を,単 にmasterlistに 対 す

る補 助 的 参 照 手段 と して,文 献 番 号 だ け を打 出す(例 え ば ポ リソの書 誌)の

で は な く,索 引 だけ で,あ る程 度 の情 報 を供 給 す る様 に,字 数 の許 す限 り書

誌 部分 を重 複 打 出 を して い る。 従 って それ ぞ れ の索 引 が 通読 に耐 え る とい え

る。 ・

われ わ れ の 実 験 に先 行 す る もの と して は,ハ ー ヴ ァ ド大 学 の 中 央 図書 館

(WidenerLibraryofHarvardUniversity)の 計 算 機 処理 に よる書 架 目録
く　の

の 冊 子 体形 式 で の刊 行 が あ る。 これ に は書 架 分 類 に よ る分 類 目録,著 者 。書

名 目録,刊 年 順 目録 が 完 全 に 重 複 して 打 出 され て い る。 これ は,所 蔵 目録

が,同 時 に主 題 書 誌 と して活 用 し うる例 を作 り出 した もの とい え る。

また,こ れ は,目 下 進 行 中 の 作業 で あ るが,全 書 架 目録 が機 械 可読 目録 に

な った 時,書 架 目録 で あ るた め の分 類 上 で,単 一 記載 の制 約 を超 え て,複 数

記 載,他 分 類 項 目の重 複打 出 し(例 え ば,地 域 史AmericanHistoryの な か

にCulturalAnthoroPologyな どか らの関 連 部 分 の追 加)が 可 能 に な るので,

そ の時 点で の再 編 集 を予 定 してい る。 この 他 に,MARCIIProjectの 進 行

に つれ て,現 在 は 書 架 目録 カ ー ドの記 載 をそ の ま まに 機械 可 読 に した もの を

容 易 にMARCProjectに よ る詳 細 ・標 準 化 目録 に 転 換 し うる と してそれ を

も全 体 の計 画 の射程 に 収 め て い る。

b)書 誌 記載 の統 一 この書 誌 記 載 の標 準 化 は,今 回 の作 業 に於 て も最大

の問 題 で あ った。 原 典 の部 は第 一 次 作業 と して現 物 照 合 可 能 な もの に限 定 し

た が,研 究 書 の 部 は,出 来 うる限 り現物 照 合 を 図 った が,か な りの部 分 が,

6φDeGennaro[7コ ・

'



KWIC索 引を利用 した遡及的書誌 29

他 の書 誌 ・目録 に 依存 した 。所 で,現 物 照 合 の可 能 な もの に つ い て,こ れ ら

の書 誌 ・目録 の 記載 と照 合 した 結 果 は,多 くの ものに か な りの杜 選 さが 見 ら

れ た 。

当 然 の 事 で あ るが,今 回作 成 の様 な書 誌 作 成 に は所 在 調査 が不 可欠 の予 備

作業 で あ り,そ の実 施 過程 で 最大 の障 害 とな って い る のが,総 合 目録Union

Catalogueの 日本 に おけ る欠 如 で あ る とい え る。

わ れ わ れ の主 題 書 誌 作 成 の試 み は,総 合 目録 の不 在 の世 界 で の 自衛 手段 と

して の性 格 を も一 面 に は持 って い た ので あ るが,こ の 作 業 は再 び われ わ れ を

総 合 目録 作 成 へ とい ざ な っ て行 くとい え よ う。

(1973.7.31)
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